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プレスリリース
徳島県立近代美術館

【概要】

【展示作品について】

図１
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河井清一 〈明るい部屋〉　1962年　(油彩画）　※(図1)
池田遙邨 〈鳴門〉　1949年　(日本画)
広島晃甫 〈不二山〉　大正-昭和初期　(日本画)　※(図2)
大島哲以 〈さうびの宴〉　1968年　(日本画)
ジャン・メッツァンジェ 〈自転車乗り〉　1911-12年　(油彩画) 

など、絵画、彫刻あわせて全12点を展示します。

【広報用画像の提供について】
※印の作品について、広報用に画像を提供することができます。必要な場合はご連絡ください。
提供方法は、画像データの提供となります。

【特集以外の展示】

　当館のコレクションを紹介する所蔵作品展では、その時々にテーマを決めた「特集」コー
ナーを設けています。

このリリースがFAXの場合は、お手数ですが、当館ホームページの「展覧会」のページでご確認下さい。
使用に当たって、作者名、作品名、徳島県立近代美術館所蔵の旨を表示してください。

　豪快に渦をまく鳴門海峡の渦潮を表した池田遙邨(いけだ　ようそん)の
〈鳴門〉や、雪をかぶった富士山が雲海から姿を見せる広島晃甫(ひろ

しま　こうほ)の〈不二山〉(図２)は、少し涼しげな風景です。

　ちょっと怖い絵として、大島哲以(おおしま　てつい)の〈さうびの宴〉や印刷
物を画面に貼り、工作やお絵描きの気持をちょっぴり刺激するジャ
ン・メッツァンジェの〈自転車乗り〉なども展示します。

　「徳島のコレクション2013-II」(後期)では、特集「美術館で夏休み」のほかに、作品の収集方
針に合わせた「20世紀の人間像」、「徳島ゆかりの美術」、「現代版画」のコーナーがあります。

　戦後美術を紹介する特別展「戦後＠ニッポン展」(7月13日～9月8日)の開催に合わせて、明
治から第二次世界大戦終戦までの時期の様々な人間表現を紹介します。(展示点数29点)

○「20世紀の人間像」

夏休み気分が味わえる特集コーナー「美術館で夏休み」を開設

家族でおでかけ・節電キャンペーン期間（7月20日～8月31日）は無料でご覧いただけます

　徳島県立近代美術館では、7月17日(水)から9月8日(日)まで、所蔵作品展「徳島のコレクショ
ン2013-II」(後期)特集「美術館で夏休み」を開催します。

　今回の特集コーナーは、「美術館で夏休み」と題して、夏らしい風景画や休日にのんびり過
ごす人を描いた作品などを紹介します。子どもから大人まで幅広く楽しめるよう、会場にはクイ
ズや親しみやすい説明パネルを設けます。見て楽しんで、美術館でひとときの夏休み気分を
味わっていただこうという趣向です。

　河井清一(かわい　せいいち)の〈明るい部屋〉（図１）は、おやつの時間を表
しているようです。テーブルの上には果物や飲み物があり、家族は
ゆっくり夏の休日を過ごしています。大きく開いた窓から見える緑
いっぱいの風景は、開放感が感じられます。
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【展覧会に関連した催し】

　展覧会により親しんでいただけるよう、展示解説や講座を開催します。
　いずれも無料、申し込み不要です。

○展示解説(徳島のコレクションツアー)
　　7月28日（日）、8月25日（日）　いずれも午後2時～2時45分

○美術を楽しむわたくし流　「書で絵や彫刻の世界をイメージする」
　　8月3日(土）午後2時～2時45分　展覧会場　講師：隅田英二[書家・徳島県立文学書道館専門職員]

○こども鑑賞クラブ(小学生を対象とした催し）
　　7月27日(土）午後2時～2時45分　展覧会場　

【展覧会データ】

展覧会名 所蔵作品展「徳島のコレクション2013-II」(後期)　特集「美術館で夏休み」

会期 2013年7月17日(土）～9月8日(日）

会場 徳島県立近代美術館

開館時間 午前9時30分～午後5時

休館日 月曜日　　＊8月12日(月・阿波踊り期間）は開館します。

観覧料 一般２00円、高校生・大学生100円、小学生・中学生50円

【割引料金】
・団体（20名以上）:一般160円、高校生・大学生80円、小学生・中学生40円
【無料】
・高齢者（65歳以上）
・障がい者とその介助者1名
・土、日、祝、振替休日及び夏休み期間中の小学生、中学生、高校生

主催 徳島県立近代美術館

【問い合わせ先】

徳島県立近代美術館　担当者：学芸員　森芳功（もり　よしのり）
TEL: 088-668-1088　FAX: 088-668-7198
MAIL: mori-yoshinori-1@mt.tokushima-ec.ed.jp

〒770-8070　徳島市八万町向寺山　文化の森総合公園
美術館ホームページ　http://www.art.tokushima-ec.ed.jp/

・7月20日［土］～8月31日［土］は全ての方が無料となります。（平成25年度家族で
おでかけ・節電キャンペーン）

○「徳島のコレクション2013-II」(後期)の展示作品の合計は、50作家の76点となる予定です。

　「徳島のコレクション2013－II」では3回に分けて、地域による表現の特色をご覧いただいてい
ます。 終回となる今回は、イタリアです。一陣の風のように1980年代の現代美術を牽引した
イタリアの前衛作家の作品をお楽しみいただければと思います。(展示点数5点)

○「徳島ゆかりの美術」
　前期に引き続き徳島出身の守住勇魚(1854-1927年)、三宅克己(1874-1954年)、伊原宇三
郎(1894-1976年) 、山下菊二(1919-86年) 、菊畑茂久馬(1935年- )らの作品を紹介します。
(展示点数18点)

○このほかに、美術館ロビー、屋外展示場、彫刻の小径に12点を展示します。

○都合により内容が変更になる場合もあります。

○「現代版画」
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